
広報紙について

【広報実技研修会 第３部】

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
朝日中学校から県Pに出向しております、錦織志津子です。第３部は、昨年度からコンクールも実施されているPTA広報紙のWEB版についてお話します。



１．ＷＥＢ版広報紙の利点

２．ＷＥＢ版広報紙コンクールについて

（１）要件

（２）発信方法の区分

（３）審査基準

◎第３部の内容
【広報実技研修会 第３部】

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日の内容です。まず、WEB版広報紙の利点について、お話しします。で、次にWEB版広報紙コンクールの要件などをお話しします。目標15分でお話ししますので、どうぞお付き合いください。



① 即時性

② 情報量

③ 立体的な構成

④ バリアフリー

⑤ 経費削減

１.ＷＥＢ版広報紙の利点
【広報実技研修会 第３部】～ＷＥＢ版広報紙～

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最近では、PTAとしてホームページやSNSを運用するところも増えています。広報活動にこういった「WEB版」を使うことは、紙で発行する広報紙と違った利点があると思います。主にこちらに書いた５つの利点が考えられます。即時性、情報量の多さ、広報紙を立体的な構成にできること、ある意味バリアフリーであること、そして経費の削減です。



１.ＷＥＢ版広報紙の利点 ～①即時性～
【広報実技研修会 第３部】～ＷＥＢ版広報紙～

•今日の活動をすぐに掲載できる

•素早くイベントの開催告知ができる

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずWEB版の1番の利点は即時性です。今日あったイベントの活動報告をすぐに出せる、開催告知も素早くできる、というところです。紙の広報紙だと、編集して校正して印刷して、と段階を踏む必要があります。大体どこの学校でも、ここ数か月で行った活動を写真1，2枚のっけて、こんなことしました、あんなことしました、という紙面を作ってらっしゃるかと思います。



１.ＷＥＢ版広報紙の利点 ～ ①即時性～
【広報実技研修会 第３部】～ＷＥＢ版広報紙～

•今日の活動をすぐに掲載できる

•素早くイベントの開催告知ができる

新制服アンケートにご協力いただき
ありがとうございました！
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1番人気はNo４！
学生の投票は9/5に行います

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
しかしWEB版では、今日やった活動報告だけを切り取って掲載することができます。役員でないと、何かPTAの活動はしたんだけど、広報紙が届くころには「こんなことやったっけ？」みたいになってしまうんですが、やった数日以内に「アンケートにご協力ありがとうございました！」とか掲載されると「あ～、あれPTAが主催だったんだぁ」とか意識しますし、忘れたころにアンケート結果をみても「ふーん」て感じでしょうけど、すぐに結果が分かると「あ、私と同じ意見の人結構いる！これからどうなるかな？次何やるの？」と継続して興味を持ってもらいやすくなると思います。



１.ＷＥＢ版広報紙の利点 ～ ①即時性～
【広報実技研修会 第３部】～ＷＥＢ版広報紙～

•今日の活動をすぐに掲載できる

•素早くイベントの開催告知ができる

9月15日（金）７：３０～
正面玄関で
あいさつ運動を行います！
ぜひご参加ください

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、開催告知に関してですが、イベントのお知らせは学校に依頼して、紙でお子さんに持たせて配布、という形式がほとんどだと思います。WEB版なら直前でも告知できます。もちろん紙配布はなくならないと思うのですが、お子さんの渡し忘れをフォローすることもできますし、「あれ？あの紙どこだっけ？」って探したりすることもよくあるんですが、WEB版があると日時とか場所とかスマホで簡単に再確認できる、という使い勝手の良さもありますね。



１.ＷＥＢ版広報紙の利点 ～②情報量～
【広報実技研修会 第３部】～ＷＥＢ版広報紙～

•ページ数が限られていない

•動画の掲載も可能

タイトル・アイキャッチ

本文

クローズ文・リンク

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に情報量です。WEB版の場合は、ページ数に制限がないのでたくさん情報を載せることができます。また、動画をアップすることもできるので、それだけでも断然伝えられる情報量が違います。ただしですね、情報が多ければよいというものでもないです。基本的にWEBページは、上から下へ読んでいくしかないので紙の広報紙のように飛ばし読みができないという特徴があります。一万字インタヴューを載せても最後までスクロールしてくれる人が何人いるか、みたいなところもあるので記事の長さや文の構成はWEB用として考える必要があります。また動画では参加者の顔や名前がハッキリわかるものは危ないてのもありますし、地域では昔から行われていたことが、何がきっかけで炎上するかわからん、というのも今時あるので、運用には注意が必要です。



•階層構造で各委員会ごとの活動を紹介

•本文中のリンクで関連記事を提示

•参考サイトに誘導できる

１.ＷＥＢ版広報紙の利点 ～③立体的な構成～
【広報実技研修会 第３部】～ＷＥＢ版広報紙～

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、web版の広報は、立体的な構成にすることが可能です。立体的ってなんだ、という話ですが、WEBの階層構造という特徴を利用したり、リンクを貼ったりすることができる、という部分です。



•階層構造で各委員会ごとの活動を紹介

【広報実技研修会 第３部】～ＷＥＢ版広報紙～

トップページ

親子安全委員会 環境委員会 広報委員会

安全◎箇条 年間活動計画表 イベント速報・告知

活動報告

事例集
広報バックナンバー

１.ＷＥＢ版広報紙の利点 ～③立体的な構成～

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
例えばですね、ホームページによる広報では、このように各委員会ごとに階層構造にして、各委員会の設置目的や活動報告を紹介することができます。どの委員会の何のための活動か、ということをより分かりやすく伝えることができます。



•本文中のリンクで関連記事を提示

【広報実技研修会 第３部】～ＷＥＢ版広報紙～

トップページ

親子安全委員会 環境委員会 広報委員会

安全◎箇条 年間活動計画表 イベント速報・告知

活動報告

事例集

広報バックナンバー

8/10、通学路点検
が行われました！

8/10、通学路点検を行い
ました。ガードレールの
ない場所や、交通量の多
い交差点をチェックし… 第52号でのアンケート

結果では…

52

１.ＷＥＢ版広報紙の利点 ～③立体的な構成～

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
階層構造と絡む話にもなるんですが、リンクを貼ることで関連記事を簡単に提示することができます。例えば、イベント速報に「通学路点検をしました！」という一文だけを載せます。で、リンクをクリックすると、それを実施した委員会の活動報告ページに行って詳細を見ることができる、とかですね。本文中にリンクを貼ることもできるので、文章の中で過去の記事に触れた場合、その記事が載っているバックナンバーを開くこともできるわけです



•参考サイトに誘導できる

【広報実技研修会 第３部】～ＷＥＢ版広報紙～

【早寝早起き朝ごはん！】

近年子どもの睡眠時間が短くなって
いる、という報告があります。
○○小のアンケートでは、なんと
3年生の4人に1人が22時以降も起きて
いるという結果に！
健康的な生活のためには……

・厚生労働省ホームページ
・子どもの健康相談

リンクは
信頼できる
公的機関などの
ホームページを！

１.ＷＥＢ版広報紙の利点 ～③立体的な構成～

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、参考サイトへの誘導もできます。広報の記事の中にリンクを貼って、より詳しい外部サイトを読んでもらうことができます。例えば、健康に関する特集記事に、厚労省のサイトを載せたり、子供の健康相談サイトにつなげたりできますね。ただし注意が必要なのは、PTAという団体の広報でもありますので、信頼のおけるページにリンクしましょう。個人が運営している怪しげなサイトとかはちょっとやめとくべきじゃないかなーと個人的には思います。



•読み上げ機能の利用（画像の説明も可）

•コピー＆ペーストで翻訳

•文字サイズの拡大

１.ＷＥＢ版広報紙の利点 ～④バリアフリー～
【広報実技研修会 第３部】～ＷＥＢ版広報紙～

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
④バリアフリーですが、ある意味バリアフリー、ということです。パソコンやスマホが普及する途中では、機械を使えるかどうか、とか使える環境があるかというのは今までむしろ障壁・バリアの部分と考えられていました。しかし、かなり世の中に普及した現在では、印刷物ではできないことができる、というのもわかってきました。例えば、音声による記事の読み上げ機能ですね。画像でもALT属性をつけておくと、どんな画像かわかるように読み上げてくれます。目の見えない人や、文字が読めない人にも伝えることができます。文字読めないって何よ、とかあると思いますけど、外国人の親御さんでは、日本語は聞き取れるけど文字を読むのが難しいとかありますね。（あと身近な例だとうちの夫とか）テクノロジーの進歩はバリアフリーにもつながるなぁ、と実感したりもしています。外国人の親御さんの例ですと、読み上げではなく日本語テキストをコピーペーストできれば翻訳機能使うのもWEB版では楽にできます。また、視力の問題。ぶっちゃけ老眼が進んでくると自分が読みやすいサイズに文字を拡大できるていうのも非常に便利ですね。紙ではできない機能だと思います。



•印刷費用がかからない（フルカラーも可能）

•WEBは速報版⇔紙は保存版

１.ＷＥＢ版広報紙の利点 ～⑤経費削減～
【広報実技研修会 第３部】～ＷＥＢ版広報紙～

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後の５つ目は、まぁ、なかなか世知辛い話なんですけど、印刷経費の削減につながります。今子供の数が減っていて、PTAの会員数自体が減っています。イコールPTAの会費も減るんで、毎年予算は縮小する方向にあるんですよね。これまで年２回出していたのが予算的に難しい！ていうのは大げさではなくリアルにある話です。そこで、WEB広報の活用というのも一つの手段になると思うわけです。また、使い方としてはWEB版はどうしても紙と比べて保存性や一覧性に劣りますし、個人情報保護の観点から個人名が載せにくい、というのもあると思います。県内の広報紙でも、ページ数の少ない速報かわら版的なものと、カラーページの多い冊子にした特集号をそれぞれ発行している単Pさんもあるので、それと同じようにWEBは速報版、紙は保存版、みたいにするのも工夫の一つではないかなーと思います。



（１）要件
・ブラウザ表示のページ内に団体名（ＰＴＡ名）を明記

・担当者や更新ルールが定まっており、管理されている

・各地方協議会が定めた資料（応募用紙等）が提出可能

・開かれた情報発信のもの（会員専用ログインPASSは×）

・ＰＤＦ形式のものをホームページに掲載した広報紙も対象
ただし、そのPDFを印刷配布していないこと

【広報実技研修会 第３部】～ＷＥＢ版広報紙～

２.ＷＥＢ版広報紙コンクール

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続きまして、WEB版広報紙コンクールの説明に移ります。WEB版広報紙コンクールの要件ですが、以下の５つが規定されています。まず、どこのPTA団体が出しているものか、ちゃんと名前がブラウザ内で表示されていること２つめは、PTA団体として、担当者や更新のルールを決めていることです。有志による運営とか、不定期更新のものは審査対象外です３つ目。応募用紙が提出できる形になっているもの、ですね。４つ目。これ結構悩ましいところなんですけど、開かれた情報発信のもの、とされています。つまり、会員専用のログインパスワードを入れないと見れないタイプのサイトはダメなんですね。これは先ほどの話でもあったように、子供の育成のためには、やはり地域との連携っていうのがどうしても必要になります。そこで、保護者しか見れない広報紙というのが、果たしてPTAという社会全体で子供を育てましょう活動をしている団体として適切かどうかってのがこの要件にかかってくるためだと思うんですよね。私の勝手な想像なんですけど。５つ目。今までと同じような広報紙を作って、それをPDFにして載せたものでもWEB版広報紙コンクールに応募することができます。ただし！この要件結構謎なんですが、このPDFを紙で印刷・配布していないことが条件なんです。紙版とダブルで応募できちゃうからですかねぇ。ちょっと意味が分からない。



（２）発信方法の区分
・ホームページ、ブログサービス
タイトル、URL（httpから始まるもの）を明記

・SNSアカウント
タイトル、アカウント（＠以下アルファベット）を明記

【広報実技研修会 第３部】～ＷＥＢ版広報紙～

２.ＷＥＢ版広報紙コンクール

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
発信方法は、ホームページやブログ、SNSアカウントでもOKです。応募用紙にそれぞれタイトルとURL、SNSの場合はアカウント名を記載してください。また、可能なら、それにアクセスできる２次元バーコードを添付してください。



（３）審査基準（富山県PTA連合会）

・ＰＴＡ活動の実態を掲載しているか
・会員が関心をもって読む内容か
・会員の生の声が反映されているか
・積極的な企画性、アイディアが見られるか
・社会教育の一環として地域との連帯感があるか
・記事を生かす写真の利用がされているか
・読みやすさ、見やすさ（編集、レイアウト）

【広報実技研修会 第３部】～ＷＥＢ版広報紙～

２.ＷＥＢ版広報紙コンクール

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さて、WEB版のコンクールでどういう部分が重視されるか、ということですが実はこれは紙の広報紙と審査基準は一緒です。（印刷の仕上がり、は不要なので勝手に消しました）広報紙あるあるなんですが、親御さんに子ども達の様子を伝えようとするあまり、学校行事の紹介とか、生徒のアルバム的なものになってしまいがちなんですね。PTAの広報紙は、どんなPTA活動をやっているかをお知らせするものです。つまり活動報告が載っていることが必須なんです。そのうえで、興味を持って読んでもらえる内容であったり、特集企画などでPTA会員の生の声が反映されているとかが素敵な広報紙かどうかを審査する基準になってくるわけです。WEBの利点でもお話したような、地域との連携イベントを行いました！とか保護者アンケートを実施しました！とかの記事はすごくよいと思います。あとはまぁ見栄えです。WEB版の場合は、スクロールして読みやすい構成になっているか、ページのレイアウトはわかりやすいか、など紙と違う工夫も必要かもしれません。実は残念なことに令和４年度のWEB版広報紙は、県内では応募がゼロ、だったので、この辺の審査は若干手探りになるかと思います。



応募は令和6年1月頃～

第４５回 全国小・中学校ＰＴＡ
広報紙コンクール WEB版

【広報実技研修会 第３部】

ふるってご参加ください！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ということで、皆さん今年度の広報紙コンクールは、WEB版もふるってご参加ください！以上、WEB版広報紙についてでした。ご清聴ありがとうございます。
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